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子どもたちの未来と「熊本の水」を守るために

1. いま、熊本の「水」で

何が起きているのか？

熊本の宝である豊かな地下水。しかし、い

ま大きな不安が広がっています。

朝日新聞3月１２日号は次のように報道し

ています。「台湾積体電路製造（ TSMC） 工

場の進出後に熊本市の坪井川で有機フッ素

化合物総称PFAS のうち、2物質の濃度上

昇が確認された問題で、県は、同社によるこ

の物質の排出を昨年時点で把握していたこ

とを明らかにした。」

「企業の同意がない」という理由で、私た

ち県民にその事実を長らく伏せていたという

のです。

2. 社民党は、「おかしい」と思います。

なぜか？

想像してみてください。子どもが毎日飲む

水、料理に使う水、学校のプール。そこに何が

入っているのか、行政が「企業に気を遣って

言えませんでした」というのは、あまりに無責

任ではないでしょうか。

情報の後出し： 知事が会見で内容を訂正

するなど、情報公開が後手に回っています。

不透明な検証： 「安全性は高い」と言いつ

つ、その根拠となる議論は非公開です。

「わからない」の放置： 工場の稼働と水質

変化の因果関係が「不明」とされていますが、

不明だからこそ、最悪の事態を想定して対策

を打つのが政治の役割です。

3. 私たちが県に強く求めること

社民党熊本県連合は、次世代に「きれい

な水」を引き継ぐため、以下の3点を徹底し

て求めます。

「隠し事なし」の情報公開：

企業の都合ではなく、県民の健康を第一

に考え、調査結果やヒアリング内容をすべて

透明化すること。

徹底的な原因究明とモニタリング：

「因果関係は不明」で終わらせず、専門家

による厳格な調査を行い、PFASの排出を未

然に防ぐ仕組みを構築すること。

県民への誠実な説明：

科学的な数値だけでなく、これからこの地

で暮らす県民が納得できる安全基準を明示

すること。

TSMC工場周辺のPFAS問題に関する緊急要望

代表メッセージ：今泉克己
「難しい問題だから」と先送りにし
ているうちに、取り返しのつかない
状況になってはいけません。
企業誘致による経済発展は大切で
すが、それは私たちの命を支える
「水」の安全があってこそです。
社民党は、皆さんの「不安」を「安

心」に変えるために、熊本県に対し
て毅然とした態度で情報の開示と
安全の確保を求めていきます。
子どもたちのコップに注がれる水
に、一切の不安がない熊本へ。
一緒に声を上げましょう。
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「水」の安全、人任せにしていませんか?

10年後の健康のために。今知るべき「PFAS」の真実。

プレイリスト名:本当に大丈夫なのかPFAS汚染と水道水基準
https://www.youtube.com/playlist?list=PLgCPgo7r-FkbPASOIVAKFWT1a76lKlwUo

01 はじめに 本当に大丈夫なのかPFAS汚染と水道水基準
熊本県内で進むピーファス（有機フッ素化合物）汚染への
不安が、かつてないほど高まっています。

https://youtube.com/shorts/Vl7IblDuTQk

02 社民党熊本県連合のPFAS汚染への立ち位置
社民党熊本県連合はこの情勢を次のように整理しています。

https://youtube.com/shorts/Rg-WQgVRCHQ

03 PFASとは何か
有機フッ素化合物ピーファスとは、主に炭素とフッ素が人工的に
結合して作られる有機化合物のことで、

https://youtube.com/shorts/d94NXaIO2lA

04 ２０００年ごろから問題に
昨今、ピーファスが新聞などで話題となっているのは、ピーファス
の中には有害性を有する物質があり、

https://youtube.com/shorts/4e5YygMya1E

0５ ストックホルム条約
国際的には、有害な残留性有機汚染物質ポプスの廃絶を目的として2001
年にスウェーデンのストックホルム国際会議で採択された。
https://youtube.com/shorts/nU2Rgavla_s

06 欧米各国の法規制

欧米各国のピーファス法規制について以下に紹介する。
https://youtube.com/shorts/gCvzJgSa4RA

07 日本のPFAS規制
日本では、環境基本法を頂点に大気、大気汚染防止法、水質、水質汚濁
防止法、土壌、土壌汚染対策法、廃棄物、廃棄物処理法など、汚染媒体
ごとに個別法で規制されている。
https://youtube.com/shorts/eZAdRnXTSRg

08 「食安委」基準値への疑義
食安委の基準値設定の経過について、環境NGO団体のたかき
基金ピーファスプロジェクトは以下のような疑義を発表した。
https://youtube.com/shorts/wx9PbFq9RpM
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